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地域の特性/実情に応じたネットワークづくり
平成２９年度第１・２回九州厚生局地域包括ケア市町村セミナー

地域の特性/実情に応じたネットワークづくり



担当圏域の特徴

託麻原・
帯山・帯
山西校区

熊本市人口：734,719人 高齢化率：23.9％ （平成27年10月）：熊本市高齢介護福祉課資料より

ささえりあ帯山圏域の概要
人口 ：40,097人
高齢者数 ：8,791人
高齢化率 ：21.9％
認定者数 ：2,004人
認知症高齢者数 ：1,112人
＊地域特性として人口密度が過密
で世帯数増加中。早くに開発され
た住宅地と大型マンション建設に
新たに住民が転入。利便性の高い
地域。

ささえりあ帯山圏域の概要
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高齢者数 ：8,791人
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認知症高齢者数 ：1,112人
＊地域特性として人口密度が過密
で世帯数増加中。早くに開発され
た住宅地と大型マンション建設に
新たに住民が転入。利便性の高い
地域。



2011
（平成23年）

2012
（平成24年）

2013
（平成25年）

2014
（平成26年）

2015
（平成27年）

●さえりあ帯山誕生（帯山校
区が担当圏域に）
●介護保険法改正（第5期）
―地域包括ケアシステム構
築へ
●認知症施策推進5か年計
画
●社会保障・税一体改革

熊本市政令都市へ

・認知症キッズサポーター
養成講座
・認知症サポートリーダー
養成講座
・認知症支援フォーラム
・徘徊者捜索・声かけ模擬
訓練

・認知症事例検討会（学園
大）
・ソーシャルワーク研修
・認知症支援フォーラム
・声かけ・通報模擬訓練
・認知症介護家族のつどい

・学校安心メール登録
・支え愛連絡システム
・在宅療養医療連携フォー
ラム
・在宅療養連携事例検討会
・デスカンファレンス研修

・地域ケア共同推進会議
・3校区アンケート調査
（民児協・75歳以上独
居）
・先進地視察研修
・地域ケア共同推進会議
兼学習会
・在宅療養検討委員会
・ボランティアと高齢者
との交流会
・座談会
・在宅ホスピス/看取り研
究会
・防災訓練

・地域ケア共同推進会議

●・・・・・・・・・・・・・●・・・・・・・・・・・・・・●・・・・・・・・・・・・・●・・・・・・・・・・・・・●・・・・・・・・・・・・

●第2期医療費適正化計画
●健康日本21（第2次）

●地域ケア“共同”体制づく
り推進協議会発足
●医療・介護総合推進法

●認知症施策総合戦略
●介護保険法改正（第6期）

高齢や障がいをもっても安心して
暮らせる地域を



地域支え合い“共同”体制づくり推進協議会
―中学校区レベル（託麻原・帯山・帯山西）―

各校区社協長、民児協会長
自治協議会会長

熊本市社協

熊本学園大学
社会福祉学部准教授

熊本市保健子ども課

圏域内
主任ケアマネジャー

中学校区規模での生活支援・介護予防領域の協議－Ｈ２６年度
（課題の整理と方針の決定）

包括／ＳＣ



地域支え合い“共同”体制づくり推進協議会
―中学校区レベル（託麻原・帯山・帯山西）―

中学校区規模での生活支援・介護予防領域の協議－Ｈ２６年度
（課題の整理と方針の決定）

〇民生委員や高齢者の抱える問題に向き合い、地
域性を踏まえた上で専門家が今後行うべきネッ
トワーク

〇校区毎の取り組みを重視しつつ、3校区を取り
まとめるネットワーク

〇3校区の取り組みの違いと資源の偏りを補完し
合うネットワーク



ささえりあ帯山における「協議体」の設置と「生活支援コーディネーター」の配置

機能 名称 目的・目標 メンバー 時限性

包括業務全体を協議
（評価・支援）、
「協議体」の方向性
を決定

地域運営協
議会

運営業務全般（介護予防ケ
アマネジメント、総合相談、
権利擁護、包括的・継続的
ケアマネジメント）に関す
ることを議論

地縁組織（社協、民児協）、圏
域医師会、学識経験者、司法関
係、行政（高齢介護福祉課、区
福祉課、保健子ども課）、市社
協、主任介護支援専門員等

なし

中学校区規模での生
活支援・介護予防領
域の協議（課題の整
理と方針の決定）

地域支え合
い“共同”体
制づくり推
進協議会

（中学校区：第2層①）協
議体として、資源開発と提
供体制を議論。課題により
適度な規模（中学校区、小
学校区、町内）を設定

地縁組織（社協、民児協、自治
協、老連）、行政（保健子ども
課）、市社協、広域リハセン
ター、学識経験者、主任介護支
援専門員、老健、PTA、（NPO、
民間企業、公益社団法人、ボラ
ンティア等）、生活支援コー
ディネーター等

あり

小学校区規模での生
活支援・介護予防領
域の協議（対策の決
定と事業実施）

地域支え合
いネット
ワーク

（小学校区：第2層②）協
議体として小学校区、町内
単位の資源開発と提供体制
の方針と活動計画を議論

地縁組織からは社協、民児協、
自治協、老連の代表者、PTA等。
保健子ども課、市社協、主任介
護支援専門員、生活支援コー
ディネーター等

あり

町内単位の具体的な
活動の協議

町内支え合
いチーム

（町内：第3層）町内の資
源開発と提供体制づくり

各校区より生活支援推進員（仮
称）を人選しプロジェクトチー
ムとして活動

あり



■高齢者のニーズ

■支援者の課題（民生委員）

平成26年度「地域支え合い“共同”体制づくり事業」

帯山中学校区の課題と社会資源の発掘

ニーズ調査（アンケー
ト）

・75歳以上の
独居高齢者

・民生委員

地域ケア会議の実施
・「支援拒否、地域ト
ラブル」

･「家族に暴言、暴力｣
･「最後まで自宅で暮
らしたい」

･「精神疾患をもつ家
族」

医療・介護情報の
「見える化」

課題

13.0%
12.1%
11.6%
10.9%

8.0%
7.2%
6.5%
5.6%
4.6%
4.1%
3.4%
3.1%
3.1%
2.7%
2.2%
1.7%
0.7%

0% 10% 20% 30%

家の中の修理、電球の交換、…

大掃除

食事の準備・調理・後始末

書類の届け出、連絡

ゴミだし（分別からゴミステー…

その他

預貯金の出し入れ

洗濯

ペットの散歩

対応策の検討
対応策の決
定・実行

■住民参画
・座談会
・研修会

■地域支え合い
ネットワーク会

議（小学校区毎）

■地域ケア共同
推進会議兼学
習会(中学校区)

■生活支援
/介護予防
・
・

■認知症支援
・
・

■医療･
介護連携

・
・

■人材育成/
組織化

・
・

社会資源 ・出来る事：①声かけ ②話し相手、
相談相手 ③ゴミ出しの手伝い

ＰＤＣＡサイクル

185
104

82
60
49
45
32
28
18
16
15
12
12
10
7
5
3
1
0

①いつでも集える場（運動・…
②住民ボランティアによる見…
③孤立している高齢者への…
④支援を拒まれる高齢者へ…
⑤情報の共有と連絡体制の…
⑥介護保険制度の仕組みと…
⑦住民ボランティアによるゴ…
⑧認知症の方への支援（認…
⑨他の組織、他機関との連…
⑩家族への支援（老老介護…
⑪元気な高齢者（シニア世代…
⑫生活の基盤となる経済的…

⑬住民間の人間関係
⑭健康や病気、介護につい…
⑮買い物、調理、配食、掃除…
⑯町内や高齢者宅（庭）の環…
⑰障害を持っている方への…

⑱外出支援
⑲高齢者自身の安全面への…



地域のニーズ把握（民生委員さんへの質問紙調査）



地域のニーズ把握（75歳以上一人暮らしの方へのアンケート）



社会資源調査



平成２６年１２月１５日(月）、熊本学園大学社
会福祉学部 准教授 黒木氏のコーディネートのも
と、３校区の社協長をはじめ各校区４名、圏域内
の主任ケアマネジャー、市社協職員、ささえりあ
帯山の総勢２３名で福岡市へ視察研修に行きまし
た。高齢者茶話会「虹の会」の見学や、第２宅老
所 よりあいの見学、代表 村瀬氏の講話などたい
へん貴重な時間を過ごす事が出来ました。

生活問題は一人ひ
とり違う。（何が出来る
か）気付いたことから
始めないと、何も始ま
らない ― 村瀬氏



地域ケア共同推進会議兼学習会－H27.3.2

託麻原
帯山西

帯山



帯山中学校区全体と各小学校区のニーズ

中学校区全体の課題

いつで
も集え
る場

住民ボラン
ティア見守り

情報共
有と連
絡体制

支援拒
否への
対応

孤立高
齢者へ
の対応

託麻原

帯山

帯山西



託麻原校区のニーズと町内の実情

校区全体の課題

いつで
も集え
る場

住民ボラン
ティア見守り

情報共
有と連
絡体制

支援拒
否への
対応

孤立高
齢者へ
の対応

1町内

6町内

5町内

4町内

3町内

2町内

7町内
8町内 9町内

10町内

11町内

12町内

13町内

14町内



帯山校区のニーズと町内の実情

校区全体の課題

いつで
も集え
る場

住民ボラン
ティア見守り

情報共
有と連
絡体制

支援拒
否への
対応

経済的
問題へ
の対応

1町内

6町内

5町内

4町内

3町内

2町内

7町内



帯山西校区のニーズと町内の実情

校区全体の課題

いつで
も集え
る場

介護保険制度
の仕組みと改
正後の不安

情報共
有と連
絡体制

住民ボラン
ティアによ
るゴミだし

孤立高
齢者へ
の対応

1町内

4町内

3町内

2町内

5町内



中学校区規模での協議－Ｈ２７年度
（課題の整理と方針の決定）

「協議体」≒地域支え合い“共同”体制づくり推進協議会
―中学校区レベル（託麻原・帯山・帯山西）―

生活支援
コーディネーター

各校区社協長、民児協会・副会
長、自治協議会会長、老連会長

圏域内
主任ケアマネジャー

学識経験者市社協

熊本市保健子ども課、
区福祉課、高齢介護福祉課

老健訪問看護ステーション

ＰＴＡ関係

司法関係広域リハ



地域リハビリテーション広域支援センター（OT）

包括（生活支援コーディネーター）

既存の地域資源の整理・確認と不足している活動の把握





帯山2町内

★早朝からラジオ体操とウォーキング
※参加自由です

・帯山ふれあい給食会（毎月第２水曜
日）
※参加は自由です

★『ほがからサロン』
※参加自由です。

【お問い合わせ先】
民生委員

★お助け隊
ちょこっとしたボランティアを致します（電球交換など）

お気軽にご連絡下さい。(基本料金1000円と実費）

【お問い合わせ先】

自治会 ○○会長 ○○○ｰ○○○

★資源物回収(毎月第４土曜日 午前8時から10時ま
で）・・回収場所4か所
資源物を回収します。重たく手運べない時などはご連
絡下さい。自治会でとりに伺います。
【お問い合わせ先】
自治会 ○○○ ○○○ｰ○○○

★健康教室

（毎週木曜日17時半 コミセン開催）
※参加は自由ですが、できればお電話下さい。
【お問い合わせ先】
○○○ 111-111

※町内問わず参加可能です。

★カラオケ同好会（第3水曜日 19時～）
・場所はゆめマート隣のドリームです

・参加は自由ですが、できればお電話下さい。
【お問い合わせ先】

○○○ 111-111
※参加自由です

★めだかクラブ（カラオケ）

（第3金曜日 19時～）
・場所はゆめマート隣のドリームです
・参加は自由ですが、できればお電話下さい。
【お問い合わせ先】
○○○ 111-111

※参加自由です

★パークゴルフ同好会

（毎週○曜日 ○時）

※吉田会長宅に集まり、乗りあわ
せで行きます。道具は不要です。
※参加自由です
【お問い合わせ先】

○○○ 111-111



新規に立ち上がったサロン



「協議体」≒地域支え合い“共同”体制づくり推進協議会
―中学校区レベル（託麻原・帯山・帯山西）―

中学校区規模での協議－Ｈ２８年度
（課題の整理と方針の決定）



中・小学校区のニーズ把握

・７５歳独居高齢
者のニーズ

・民生委員の課題

町内実情の把握

・各校区の町内の
実情（既存のサロ
ン、健康づくり、
生涯学習、ボラン
ティア等を把握）

足りない活動の判断

・各町内／小学校
区／中学校区に足
りない活動の判断
（ニーズと実情の
差によって判断）

足りない活動の創出

中学校区の方向性と小学校区／町内の方針
（校区／町内のこれまでの活動を基盤に、実情に合わせた活動）

・既存の活動の強
化・充実とネット
ワーク

･サロン、健康体
操教室、生涯学習
講座づくり、ボラ
ンティア（推進委
員）育成と組織化
等

平成２６年度
平成２７年度

平成２８年度



しかし・・・しかし・・・



4月ー熊本地震



震災後の復旧、復興に向けての活動



そして 6月



住民同士のサロンが災害時に有効に作用

• 災害時に強い地域包括ケアシステムとは－平常時の取り組みと準備

生活支援コーディネーター 作業療法士

町内住民



住民、関係機関に対する働きかけと資源開発
－多様な活動を身近な地域で

災害時に強い地域包括ケアシステム－平時の取り組み（サロンを起点にして）

社会ハザードマップ社会ハザードマップ社会ハザードマップ社会ハザードマップ



ボランティア
（学生）・

NPO等

専門職／
機関

住民



住民、関係機関に対する働きかけと資源開発
－多様な活動を身近な地域で



Ａ校区 健康はつらつ教室



1町内
自治会長

１町内
民生委員

他圏域介護予防活動視察



Ａ校区（1町内）

作業療法士

自治会長

民生委員

生活支援コー
ディネーター



Ａ校区（13町内）

参加 参画 主導

場をつく
り、つな
げる

受け止め
て、引き
出す

かみ合わ
せて、整
理する

まとめて、
分ち合う

共有

発散

収束

決定



住民、関係機関に対する働きかけと資源開発
－多様な活動を身近な地域で

高齢/障がい（就労）/医療の
融合サロン

高齢/障がい（就労）/医療の
融合サロン

既存の老人会を再編既存の老人会を再編 補助金を活用して先進地視察補助金を活用して先進地視察

️住民が計画を実施できること ️住民が３つの柱に参画できること ️住民が他の町内、校区と交流を促進していること
️中学生、大学生などの若者の発想を活かせる仕組みづくりとなっていること

ワークショップ開催（拡張型）ワークショップ開催（拡張型）ワークショップ開催（収束型）ワークショップ開催（収束型）

（「ほがらかサロン」・「お助け隊」・「健康づくり活動」の人づくり・体制づくり・仕組みづくり）（「ほがらかサロン」・「お助け隊」・「健康づくり活動」の人づくり・体制づくり・仕組みづくり）

「お助け隊」システムづくり「お助け隊」システムづくり



熊本市社協

熊本市
高齢介護福祉課

包括／ＳＣ

民児協会長

町内単位での具体的な活動の協議
（資源開発と提供体制づくり）

自治会副会長

第1回 第2回 第3回

目的、目指
すべき姿等
情報提供と
共有

自治会副会長

自治会長



お助け隊＝再結成式



間接援助活動のプロセス

１、環境の変化をめざす

２、影響力のある人を関

与させる

３、サービスの調整

４、プログラムの計画、展

開

５、組織を変化させる

ジェネラリスト・ソーシャルワーク（２００４年：ジョンソンとヤンカ）



中学校区規模での協議－Ｈ２９年度
（評価→目標→対応策）

「協議体」≒地域支え合い“共同”体制づくり推進協議会
―中学校区レベル（託麻原・帯山・帯山西）―

生活支援
コーディネーター

各校区社協長、民児協会・副会
長、自治協議会会長、老連会長

圏域内
主任ケアマネジャー

学識経験者

市社協

熊本市保健子ども課、
区福祉課、市高齢介護福祉課老健 訪問看護ステーション

広域リハ



託13
頻度：
１回/月

託1
頻度：
１回/月

託5
頻度：１
回/2月

託8

帯西
頻 度 ：
１回/月

託2
頻 度 ：
１回/月

託3
頻 度 ：
１回/月

託12
頻 度 ：
１回/月

託
11

託6
頻 度 ：
不定期

託14
頻度：
１回/2月

託9
頻 度 ：
不定期

託
10

託4
頻 度 ：
１回/月

託7

帯西2.4
立ちあげ
検討中

東水前寺
頻度：１
回/1月

帯西３
頻度：１
回/週

帯山２
頻度：
１回/月

帯山3
頻度：
１回/月

帯山4
頻度：
１回/2月

帯山6
頻度：
１回/月

帯山５
頻度：１
回/月

帯山１
頻度：１
回/月

帯山７
頻度：１
回/月

し ょ う
ぶ苑
頻 度 ：
１回/月

おちゃべり会
頻度：
１回/月

帯山２
頻度：
１回/月

※グレーは平成２５年度以前からの集いの場所

平成２９年６月１６日現在

集いの場

帯西１ 帯西5



✔サロン間の交互交流
と活用（他校区、他町
内を跨いで）

✔通い型から訪問型へ
挑戦

✔“先進地化”を進める

✔情報を発信する場と
機会をつくる 2025年を見据えて

新たな共通の目標と戦略
（システム的に望ましく現実的に実行可能なこと！）



地域ケア（個別）会議
－自立支援型編・困難事例対応型編－

個と地域の一体的支援



個と地域の一体的支援
－個人とシステムの「成長と変化」をもたらす－

サロン

社会福祉士

個人

生活支援コー
ディネーター

「生きる場」に着目

環境と人を一体的に捉えそこに
おける交互作用に介入





課題ー生活支援コーディネーターの領域

制度・政策レベル

配分

規範的統合

組織レベル

社会資源の創出、
発掘

投入コストの増加

SCの援助者

個人レベル
知識と技術の

習得
環境への繋ぎ


